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人
間
学
部
コ
ミュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
社
会
学
科
で
は、
昨

年
「
ま
ち
ラ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習」
の一
環
と
し
て
「
文

京
ま
ち
あ
る
き
コ
ー

ス
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト」
を
実
施 。

同
学
科
の
3

年
生
14
名
が、
文
京
区
内
の
文
化
資
産
や
店

舗
な
ど
を
多
角
的
に
調
査
し
な
が
ら
歩
き 、
オ
リ
ジ
ナ
ル

M
A
P
を
3

種
制
作
し
ま
し
た。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
す
る
に
あ
た
り 、
学
生
指
導

に
あ
た
っ

た
同
学
科
の
貧
井
万

里
准
教
授
が、
授
業
で
学
生
に

ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
り 、
「
カ
フ

ェ」
「
聖
地・
植
物」
「

い
き
ち

ょ
ん」
の
3
コ
ー

ス
を
決
定。

前
期 、
学
生
た
ち
は
We
b
や

本
を
参
考
に
紹
介
文
を
書
き 、

覇
に
は
謡
裳
翡 、

醤．

写
真
搬
影
が
許
可
さ
れ
た
場
所

を
M
A
P
に
載
せ
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た。

3
コ
ー

ス
の
内
容
と 、
各

コ
ー

ス
で
活
動
し
た
学
生
は
次

の
と
お
り
で
す
（

敬
称
略） 。

●
カ
フ
ェ
コ
ー

ス
（

本
学
学
生

や
文
京
区
を
訪
れ
る
人
々
の
憩

い
の
場
所
と
な
る
よ
う
な
カ
フ

ェ
を
紹
介）
海
老
原
優
花 、
神

嶋
亮
平 、
中
豊
留
亘 、
正
木
凜 、

峰
岸
美
咲

●
地・
植
物
コ
ー

ス
（

夏
目

漱
石
が
3

年
間
住
み、

口
E

輩

は
猫
で
あ
る』
の
舞
台
に
も
な

っ
た
旧
居
跡
や 、
大
ヒ
ッ

ト
を

記
録
し
た
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ

ン
映

画
『
君
の
名
は。』
の
ラ
ス
ト

シ
ー

ン
で
登
場
し
た
坂
な
ど 、

糠
々
な
「
聖
地」
を
紹
介）
相

川
菜
奈
葉 、
荻
原
亮 、

中
村
有
希 、
水
野
亜
華

里●
い
き
ち
ょ

ん
コ
ー

ス
（「
い

き
ち
ょ

ん」
と
は、
江
戸
時

代
の
庶
民
の
間
で
使
わ
れ
て

い
た
言
葉
で
「
少
し
粋
な」

と
い
う
意
味 。

江
戸・
明
沿

時
代
の
文
京
区
の
歴
史
を
テ

ー
マ
と
し、
文
京
区
に
あ
る

神
社
仏
閣
や
博
物
館 、
森
鵬

外
や
樋
ロ一
葉
な
ど
文
豪
ゆ

か
り
の
地
を
特
集 。
英
語
併

記
あ
り）
石
橋
学
也 、
小
船

歴
会
理 、
田
中
皓
也 、
舟
窪

真
央活

動
を
振
り
返
り 、
貧
井
准

教
授
は
次
の
よ
う
に
成
果
を
感

じ
て
い
ま
す 。

●
「
コ
ロ
ナ
禍
で
現
地
で
の
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
が
で
き
な
い

中
で
情
報
を
収
集
し、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
意
見
交
換
に
よ
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
苦
労
が

あ
り
ま
し
た
が、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
も
か
な
り
の
こ
と
が
で
き
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た。
学
生

た
ち
は、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
創
意

工
夫
し
て
あ
き
ら
め
ず
に
最
後

ま
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
り
抜

く
こ
と
や 、
他
の
人
と
つ
な
が

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す」

学
生
た
ち
が
精
魂
込
め
て
作

り
上
げ
た
M
A
P
は、
1

月

7
日か
ら
本
郷キャ
ン
パス
「
ま

ち
ラ
ボ」
及
び
許
可
を
得
た

掲
載
先
で
配
布
さ
れ 、
地
域

活
性
化
推
進
ツ
ー

ル
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
（

配
布

数
1
5
0
0

部） 。

”汗院大学

文京

まちあるき
｀ 

コープ

”
i

\ ’
 

＼

～
 

�

ス一コ工フ力

合

Our 厄

入
皿
学
部
牛
が
「
文
京
ま
ち
あ
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M
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3
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外
国
語
学
部
の
新
井
保
裕
准

襲
が、
社
会
言
語
科
学
会
の

「
第
20
回
総
川
宗
賢
賞」
に
て、

「
中
国
朝
鮮
族
言
語
使
用・
意

識
の
多
様
性
に
関
す
る
研
究

ー
朝
鮮
族
学
校
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
※」
を
発
表
し、
優
秀

賞
を
受
寅
し
ま
し
た。

同
賞
は、
社
会
言
語
科
学
会

誌
『
社
会
言
語
科
学』
に
掲
載

さ
れ
た
論
文
の
中
か
ら 、
毎
年

と
く
に
優
れ
た
論
文
に
授
与
さ

れ
る
も
の
で
す 。

同
論
文
は、
日
本
と
中
国
の

連
携
共
同
研
究
で
あ
る
点 、
学

ゞ'，
新井准教授

新
井
准
教
授
「
徳
川
宗
賢
賞」

優
秀
賞
受
賞

e
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ユ［U三翡雷
＊『アフリカにおけるジェンダーと開発ー女性の
収入向上支援と世帯内意思決定』著者：甲斐田きよ
み（外国語学部准教授）／春風社(2020年9月）／
4,300円（税別）

開発援助が対象とする「世帯」とは何か？いか
にして女性のエンパワ ーメントを促すのか？

甲斐田准教授が関わったナイジェリア北部イス
ラ ー ム圏の伝統を実践するハウサ社会での活動を
事例に、 ジェンダー役割が不均衡な世帯における
意思決定の諸相を分析し、 開発援助の可能性を考
察する。

経
営
学
部
の
公
野
勉
教
授
に

よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
実
務
研
究
ゼ

ミ
ナ
ー

ル
が
ア
イ
ド

ル
ア
ー

テ

ィ
ス
ト
団
体
の
ニ
ュ
ー

シ
ン
グ

ル
『
囮
炎
（

か
げ
ろ
う）
』
の

M
V
を
制
作
し
ま
し
た。

今
回
の
M
V
は、
ゼ
ミ
活
動

初
年
次
と
な
る2
年
生
2名
が

中
心
と
な
り
担
当
し
ま
し
た。

映
像
制
作
に
あ
た
っ
て
は、

2
0
2
0

年
に
戦
艦
進
水

1
2
0

周
年
を
迎
え
た
世
界一――

大
記
念
艦
「
三
笠」
を
ロ
ケ
地

と
し
て
企
画
し、
ア
ー

テ
ィ

ス

ト
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ

ン
の

実
現
に
向
け
て、
公
益
財
団

法
人
三
笠
保
存
会
へ
戦
艦「一――

笠」
で
の
撮
影
協
力
の
交
渉
を

行
い
ま
し
た。

学生
は、
今
回
の
M
V
の
監

督
を
務
め
た
公
野
研
究
室
O
B

で
本
学
大
学
院
修
了
生
で
あ
る

玉
川
隆
昭
氏
（

映
燥
制
作
会
社

勤
務）
よ
り 、
事
前
に
リ
モ
ー

ト
等
で
機
材
の
使
用
方
法
や
搬

影
技
法
の
実
務
指
導
を
受
け、

搬
影
に
必
要
な
指
示
書
等
を
作

成
し
ま
し
た。一二
笠
保
存
会
の

協
力
の
下 、
リ
モ
ー

ト
に
よ
る

綿
密
な
事
前
調
査
と
撮
影
現
場

確
認
を
行
い、
撮
影
当
日
は
コ

ロ
ナ
感
染
予
防
を
徹
底
し
て
万

生
1
2
8
1

名
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査 、
得
ら
れ
た
大
屋
デ
ー

タ
の
統
計
分
析
手
法
や
中
国
社

会
で
生
き
抜
く

た
め
の
「
社
会

化」
と

い
う
概
念
か
ら
説
明
す

る
モ
デ
ル
な
ど
が
先
行
研
究
と

し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た。

新
井
准
教
授
は、
次
の
コ
メ

ン
ト
を
述
べ
ま
し
た。
「
拙
稿

が
社
会
言
語
科
学
会
『
偲
川
宗

贅
賞』
優
秀
賞
を
受
賞
し、
た

い
へ
ん
光
栄
に
存
じ
ま
す 。
拙

研
究
は
中
国
3

地
域
で
実
施
し

た
言
語
使
用・
意
識
調
査
の
結

果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り 、

関
係
者
の
方
々
の
ご
高
配
な
し

で
は
到
底
成
し
え
な
か
っ

た
も

の
で
す 。
学
生
時
代
の
第
二
外

国
語
で
あ
る
韓
国・
朝
鮮
語
を

専
門
と
し、
そ
の
研
究
過
程
で

全
の
体
制
で
撮
影
に
臨
み、
4

分
41
秒
の
M
V
を
完
成
さ
せ
ま

し
た。
公
野
ゼ
ミ
生
か
ら
は
次

の
コ
メ
ン
ト
が
届
き
ま
し
た。

「
コ
ロ
ナ
禍
の

活
動
は、
不
安
や

心
配
も
あ
り
ま
し

た
が、
1

年
間
何

も
活
動
で
き
て
い

な
い
こ
と
へ
の
不

安
も
大
き
く 、
公

野
ゼ
ミ
生
と
し
て

コ
ン
テ
ン
ツ
系
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
で
き
る
こ
と

は
貴
重
な
機
会
と

中
国
語
も
学
び
始
め
ま
し
た。

一
見 、
拡
散
し
て
い
る
よ
う
な

関
心
事
が
実
は一
っ
に
繋
が
っ

て
お
り 、
中
国
の
先
生
方
と
の

本
共
同
研
究
に
い
た
っ
て
い
ま

す 。
今
後
も
発
展
的
な
第
二
外

国
語
教
育
研
究 、
学
際
性•
国

際
性
を
重
視
し
た
教
育
研
究
を

本
学
外
国
語
学
部
で
続
け
て
い

き
ま
す
の
で 、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す」

な
お 、
本
件
に
関
す
る
授
賞

式
は、
2
0
2
1

年
3

月
13
日

（

土）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と

な
る
学
会
に
て
行
わ
れ
ま
す 。

※
共
同
研
究
者
新
井
保
裕

（

文
京
学
院
大
学）•
生
越
直
樹

（

東
京
大
学）・
孫
蓮
花
（

大
運

理
工
大
学）・
李
東
哲
（

新
羅

大
学）

戦艦「三笠」でMV撮影中の様子

判
断
し
ま
し
た。
M
V
撮
影
に

は、
多
く
の
人
が
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
知
り 、
チ
ー

ム
カ
の

大
切
さ
を
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
学
び
ま
し
た。
今
後
も 、
コ

ン
テ
ン
ツ
に
関
す
る
活
動
や
学

問
を
禎
飯
的
に
学
ん
で
い
き
た

い
で
す」

学
生
が
制
作
し
た
M
V
は、

2
0
2
1

年
1

月
1
日
か
ら

Y
O
U
T
u
b
e

上
で
公
開
さ

れ
て
い
ま
す 。


